市民憲章（素案）第２次修正案（平成13年7月18日）

私たちの横須賀は、海と緑の恵まれた自然と世界に開かれた交流の歴史の下で、国際性豊かな都市文化と常に新しいことに挑戦する気概を身に付けてきました。

21世紀を迎え、私たち横須賀市民は、中核市として新たな出発をすることを機会に、市民、企業、行政が共に手を携え、横須賀の歴史と文化を尊重しつつ、新しい時代の先駆けとして、世界に貢献する都市を築くため、この憲章を定めます。

１ すべての国々や人々との交流を深め、国際社会に開かれたまちをつくります。

２ 海と緑の豊かな自然を守り、うるおいと活気にあふれたまちをつくります。

３ 子どもが心豊かで健やかに育ち、だれもが生きがいを持てるまちをつくりま

   す。

４ お互いに助け合い、すべての人が安心して生活できるまちをつくります。

５ 災害に強く、安全で平和なまちをつくります。
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主な変更点





＜前文＞


・｢海と緑の恵まれた自然と世界に開かれた交流の歴史の下で～｣で横須賀の地理的、


  歴史的、文化的な特徴を表現した。


・｢21世紀を迎え｣を入れ、新しい時代を強調した。


・｢市民、企業、行政｣は表現を基本構想のまちづくりの推進姿勢に合わせ、「ＮＰＯ」


  は削除した。この部分で｢市民自治｣を具体的に表現した。


・｢横須賀の歴史と文化を尊重しつつ｣で、横須賀に特有の歴史と文化を継承し、発展


  させていくことを表現した。


・｢新しい時代の先駆けとして｣で｢フロントランナー」を表現した。この部分には基本


  構想の｢創造｣と｢地方分権の推進｣が含まれている。


・｢世界に貢献する都市を築く｣は横須賀の特徴を踏まえた未来へ向けての決意を表し


  ている。


・人類が共通して直面する課題は、一般的なことなので、全体を簡潔にまとめるため、


  入れなかった。





＜本文＞


・修正案の5項目を基本構想のまちづくり


  政策の目標に対応するように整理した。











＊項目ごとの主な変更点


１　｢すべての国々や人々｣としてあいまいさをなくした。国際貢献の意味を込めて「国


　　際社会に開かれた」と表現した。１には｢人と人との共生｣、｢交流｣、｢国際性｣が


    含まれている。


２　自然環境を守り、育て、生かした都市づくりの方向性を示した。｢うるおい｣で快


    適性を表現した。｢活気にあふれた｣を2に移し、生産活動の視点を入れた。2には


    ｢自然との共生｣、｢地域性｣、｢経済性｣が含まれている。


３　修正案の3と4を合わせた。｢子どもが心豊かで健やかに育ち｣で、次代を担う子


    どもの個性や創造性を伸ばすことを表現し、｢生きがい｣で、学び、遊び、生活を


　　楽しむという精神的な豊かさを表現した。


４　修正案の5を分けた。4には福祉の視点と｢人と人との共生｣が含まれている。


５　修正案の5を分けた。5には｢安全｣と｢平和｣が含まれている。





まちづくり政策の目標


１ いきいきとした交流が広がるまち


２ 海と緑を生かした活気あふれるまち


３ 個性豊かな人と文化が育つまち


４ 健康でやさしい心のふれあうまち


５ 安全で快適に暮らせるまち








